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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第60期
第２四半期
連結累計期間

第61期
第２四半期
連結累計期間

第60期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 19,974,326 19,893,025 39,825,222

経常利益 (千円) 515,855 83,723 868,178

四半期(当期)純利益 (千円) 403,450 48,340 725,287

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 257,897 △101,764 455,038

純資産額 (千円) 8,592,983 8,554,952 8,790,031

総資産額 (千円) 20,303,316 20,425,019 19,739,027

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 45.40 5.44 81.61

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 41.6 41.1 43.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 567,352 360,625 809,588

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,117,590 △928,708 △1,454,429

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,961,309 142,188 △2,682,005

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 4,343,312 3,076,548 3,511,022

　

回次
第60期
第２四半期
連結会計期間

第61期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 23.30 0.79

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第60期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有しないため、記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当社グループは、日邦産業株式会社（当社）、連結子会社10社（国内３社、海外７社）により構成されて

おります。　

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業の内容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】
　
当社は、平成23年９月９日開催の取締役会において、当社の子会社である日邦産業（香港）有限公司（本

社：中華人民共和国香港特別区、董事長：岩佐恭知、当社の100％子会社）は、富優技研股?有限公司（本

社：台湾桃園市、董事長：林宜村　以下、「富優技研」という。）の実施する株主割当増資9,000,000株のう

ち6,464,246株を引き受け、当社グループの持分法適用関連会社化することについて決議いたしました。

　
（１）資本提携の理由

当社グループは、精密プラスチック射出成形を得意とするメーカー機能を持った、工業部品・産業資材

の専門商社としてお客様の潜在ニーズを発掘し、最適な素材と加工方法を選定し、地球環境に配慮した高

品質な材料、部品、ユニット、製品、サービスを提供するグローバルソリューション企業を目指しておりま

す。中華圏におきましては、生産拠点を中国／深?に有し、また営業拠点を中国／上海・香港、台湾／台北

に有しており、営業活動を行ってまいりました。

一方、持分法適用関連会社化する富優技研は、中国の上海、蘇州（江蘇省）、東莞（廣東省）、北海（廣

西省）などの華南・華東地区を中心に、精密プラスチック射出成形品及び金型の製造を行っており、エレ

クトロニクス、自動車部品及び医療分野をその主な領域といたしております。

平成22年５月31日に公表しました「資本提携に関するお知らせ」の通り、当社グループは富優技研と

の資本提携を実施し、現在、董事１名（非常勤）と社員（常勤）２名を派遣し、経営戦略のベクトルあわ

せと品質レベルの均一化を図って参りましたが、より一層の協力関係を構築するため、当社グループの持

分法適用関連会社化することの合意に至りました。今後、富優技研の工場内に当社グループ専用の生産ラ

インを敷設し安定した生産能力を確保した上で、当社グループは日系及び外資系顧客に対し、積極的な拡

販を図って参ります。当面の目標としては、平成24年３月期における富優技研関連売上目標として20億円

を想定しております。

　
（２）資本提携の内容

富優技研及び当社の提携関係を強固なものとし、更なる信頼関係を構築するために、当社の子会社であ

る日邦産業（香港）有限公司は富優技研の行う株主割当増資9,000,000株のうち、6,464,246株（当該増

資後の発行済株式総数に対する割合11.14%）を引き受けいたします。
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災に起因したサプライチェーンの途絶、

電力制限の影響、歴史的な円高の進行並びに欧米を中心とした海外経済の減速等の影響を受け、先行き不

透明な中で推移しました。

このような環境のもと、当社グループは取引先の復旧及び生産移管を含めた復興計画の把握に努め、効

果的な経営資源の再配分と支出の抑制をはじめとする合理化を図り、生産性の向上に努めてまいりまし

た。

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は19,893百万円（前年同期比0.4％減）、営業利益は156

百万円（前年同期比74.2％減）、経常利益は83百万円（前年同期比83.8％減）、四半期純利益は48百万円

（前年同期比88.0％減）となりました。
　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。
　

・モビリティ事業

自動車メーカー及び自動車部品メーカーに対して、電子制御関連部品を核とした樹脂成形品の製造

及び販売を国内外で展開しております。

当該事業の業績は、サプライチェーンの途絶及び復旧に起因する自動車メーカー及び自動車部品

メーカーの大幅な生産調整と回復の影響の中で推移しました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における当セグメントの売上高は4,320百万円（前年同期比

16.3％減）、セグメント利益は７百万円（前年同期比96.3％減）となりました。
　

・エレクトロニクス事業

コンピュータ及びクリーンエネルギーに関連する市場に対して、ファブレスメーカーまた専門商社

として高機能材料、部品、治具並びに機器等の調達及び販売を国内外で展開しております。

当該事業の業績は、携帯端末向けの高機能材料及び部品が堅調に推移したものの、サプライチェーン

の途絶及び復旧に起因する各関連顧客の生産調整による影響と厳しいコストダウン要求の中で推移し

ました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における当セグメントの売上高は6,801百万円（前年同期比

7.8％減）、セグメント損失は65百万円（前年同期は73百万円のセグメント利益）となりました。
　

・精密機器事業

ＯＡ、精密機器市場に対して、部品、ユニット品の製造及び販売を国内外で展開しております。

当該事業の業績は、プリンター（インクジェットプリンター及びレーザープリンター）部品は堅調

に推移したものの、カメラ部品はサプライチェーンの問題により一時的な生産調整を余儀なくされま

した。また、海外生産拠点における人件費の高騰も利益に影響を及ぼしました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における当セグメントの売上高4,274百万円（前年同期比

12.3％増）、セグメント利益は149百万円（前年同期比55.6％減）となりました。
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・住宅設備事業

住宅設備機器市場に対して、ファブレスメーカーまた専門商社として、ブラインドのコントロールユ

ニット、樹脂配管部品並びに高機能材料等の調達及び販売を国内外で展開しております。

当該事業の業績は、高効率給湯器部品、復興関連の仮設住宅向け建築資材及び配管部材が引き続き好

調に推移しましたが、材料費の高騰等により利益に影響を及ぼしました。

この結果、当第２四半期連結累計期間におけるセグメントの売上高は1,583百万円（前年同期比

24.9％増）、セグメント利益は35百万円（前年同期比29.3％減）となりました。
　

・その他

報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＲＦＩＤ事業等を含んでおります。

当第２四半期連結累計期間におけるその他の売上高は3,432百万円（前年同期比19.9％増）、セグメ

ント利益は45百万円（前年同期比447.9％増）となりました。
　

（２）財政状態の状況

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて170百万円増加し12,604百万円となりました。これは現金及

び預金が449百万円減少したものの受取手形及び売掛金が586百万円増加したことなどが主な要因と

なっております。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて515百万円増加し7,820百万円となりました。これは、投資有

価証券が126百万円減少したものの有形固定資産合計が719百万円増加したことなどが主な要因となっ

ております。

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて685百万円増加し20,425百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて1,178百万円増加し9,480百万円となりました。これは短期借

入金が715百万円増加したことに加え、支払手形及び買掛金が549百万円増加したことなどが主な要因

となっております。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて257百万円減少し2,389百万円となりました。これは長期借入

金が242百万円減少したことなどが主な要因となっております。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて921百万円増加し11,870百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて235百万円減少し8,554百万円となりました。これは為替換

算調整勘定及びその他有価証券評価差額金が減少したことに伴いその他包括利益累計額が151百万円

減少したことに加え、株主資本では利益剰余金が84百万円減少したことなどが主な要因となっており

ます。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末より2.6ポイント減少の41.1％となりました。
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（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計

年度末に比べて434百万円の減少となり3,076百万円となりました。

  当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、360百万円の資金の増加

（前年同四半期は567百万円の増加)となりました。

売上債権が増加したことにより625百万円の減少要因があったものの、仕入債務587百万円及び減価

償却費338百万円の増加があったことなどが主な要因となっております。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、928百万円の資金の減少

（前年同四半期は1,117百万円の資金の減少）となりました。

これは有形固定資産の取得による支出により972百万円減少したことなどが主な要因となっており

ます。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、142百万円の資金の増加

（前年同四半期は1,961百万円の資金の減少）となりました。

これは長期借入金の返済による支出により467百万円減少したものの、短期借入金の純増減額により

734百万円増加したことなどが主な要因となっております。

　
（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　
（５）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は32百万円でありま

す。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。

　
（６）従業員数

連結会社の状況

当第２四半期連結累計期間において、当社グループは業容の拡大に伴い、精密機器の報告セグメント

において460名増加しております。

なお、従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グ

ループへの出向者を含む就業人員数であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年11月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,127,338同左
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は100株で
あります。

計 9,127,338同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年７月１日～
平成23年９月30日

― 9,127,338 ― 3,137,754 ― 1,963,068
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ビ－ビ－エイチ フオ－ フイデ
リテイ－ ロ－プライス ストツ
ク フアンド (常任代理人 株式
会社三菱東京ＵＦＪ銀行)

東京都千代田区丸の内２丁目７―１　　　　 797 8.74

日邦産業社員持株会 愛知県稲沢市祖父江町島本堤外１番地 662 7.26

田中  喜佐夫 大阪府吹田市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 290 3.19

株式会社三井住友銀行
東京都千代田区丸の内１丁目１番２号　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

274 3.00

竹田  和平 名古屋市天白区 273 2.99

日立化成工業株式会社
東京都新宿区西新宿２丁目１番１号　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

242 2.65

水野  純雄 東京都板橋区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 236 2.59

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行
東京都千代田区丸の内２丁目７番１号　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

216 2.37

大塚  眞治 愛知県一宮市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 202 2.22

田中  善慶 大阪府吹田市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 160 1.75

計 ― 3,355 36.76

(注) １  上記のほか、当社保有の自己株式が240千株（2.63％）あります。

２  フィデリティ投信株式会社から平成23年７月７日付で関東財務局長に提出された大量保有報告書により平成

23年６月30日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第２四半期会計

期間末における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

  なお、大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株券数
(千株)

発行株式数総数に対する
所有株式数の割合 (％)

エフエムアール エルエルシー
(FMR LLC)

米国 02109 マサチューセッツ州ボスト
ン、デヴォンシャー・ストリート82

784 8.59
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― 　 ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式     240,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式   8,881,900 88,819 ―

単元未満株式 普通株式 　    5,438― ―

発行済株式総数 9,127,338― ―

総株主の議決権 ― 88,819 ―

(注) １  「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が5,500株(議決権55個)含まれておりま

す。

２  単元未満株式数には当社所有の自己株式76株が含まれております。

３  単元株式数は100株であります。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
日邦産業株式会社

大阪府吹田市江坂町
１丁目23番28－701号

240,000― 240,000 2.63

計 ― 240,000― 240,000 2.63

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,582,791 3,133,749

受取手形及び売掛金 7,319,046 7,905,729

商品及び製品 662,591 733,584

仕掛品 150,070 150,421

原材料及び貯蔵品 365,408 333,161

繰延税金資産 122,851 122,446

未収入金 145,117 134,744

その他 89,088 94,191

貸倒引当金 △2,542 △3,383

流動資産合計 12,434,423 12,604,645

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,439,829 4,426,849

減価償却累計額 △1,820,795 △1,909,176

建物及び構築物（純額） 2,619,033 2,517,672

機械装置及び運搬具 4,475,127 4,510,805

減価償却累計額 △3,527,834 △3,247,801

機械装置及び運搬具（純額） 947,293 1,263,003

工具、器具及び備品 651,478 520,755

減価償却累計額 △513,402 △397,521

工具、器具及び備品（純額） 138,075 123,234

土地 587,636 580,736

建設仮勘定 112,967 639,794

有形固定資産合計 4,405,006 5,124,441

無形固定資産 181,165 196,038

投資その他の資産

投資有価証券 1,166,110 1,040,070

繰延税金資産 82,030 131,633

その他 1,521,988 1,382,711

貸倒引当金 △51,697 △54,520

投資その他の資産合計 2,718,431 2,499,894

固定資産合計 7,304,604 7,820,374

資産合計 19,739,027 20,425,019
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,736,301 6,285,893

短期借入金 318,477 1,033,600

1年内返済予定の長期借入金 846,096 715,976

1年内償還予定の社債 130,000 130,000

未払法人税等 51,500 31,540

賞与引当金 202,345 217,745

その他 1,017,194 1,065,657

流動負債合計 8,301,916 9,480,413

固定負債

社債 290,000 225,000

長期借入金 1,377,445 1,135,137

繰延税金負債 45,296 43,719

再評価に係る繰延税金負債 5,300 5,300

退職給付引当金 610,300 671,846

環境対策引当金 10,502 10,502

資産除去債務 52,159 50,834

負ののれん 23,717 19,828

その他 232,357 227,483

固定負債合計 2,647,080 2,389,653

負債合計 10,948,996 11,870,066

純資産の部

株主資本

資本金 3,137,754 3,137,754

資本剰余金 2,343,068 2,343,068

利益剰余金 4,177,024 4,092,055

自己株式 △155,213 △155,217

株主資本合計 9,502,633 9,417,660

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 96,615 22,967

土地再評価差額金 6,789 6,789

為替換算調整勘定 △975,327 △1,052,907

その他の包括利益累計額合計 △871,922 △1,023,150

新株予約権 36,235 36,235

少数株主持分 123,084 124,207

純資産合計 8,790,031 8,554,952

負債純資産合計 19,739,027 20,425,019
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 19,974,326 19,893,025

売上原価 17,268,013 17,558,752

売上総利益 2,706,313 2,334,273

販売費及び一般管理費 ※1
 2,098,411

※1
 2,177,365

営業利益 607,902 156,907

営業外収益

受取利息 7,349 7,151

受取配当金 6,628 6,254

仕入割引 13,526 10,727

スクラップ売却益 15,067 16,317

その他 13,057 31,768

営業外収益合計 55,630 72,220

営業外費用

支払利息 68,844 50,004

為替差損 73,988 88,278

その他 4,844 7,120

営業外費用合計 147,677 145,403

経常利益 515,855 83,723

特別利益

固定資産売却益 537 11,307

投資有価証券売却益 － 1,166

新株予約権戻入益 164 －

貸倒引当金戻入額 1,261 －

特別利益合計 1,963 12,474

特別損失

固定資産処分損 530 2,862

投資有価証券評価損 － 1,556

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 25,689 －

特別損失合計 26,219 4,418

税金等調整前四半期純利益 491,599 91,779

法人税、住民税及び事業税 75,109 50,161

法人税等調整額 6,015 △8,964

法人税等合計 81,124 41,196

少数株主損益調整前四半期純利益 410,474 50,582

少数株主利益 7,024 2,241

四半期純利益 403,450 48,340
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 410,474 50,582

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △82,426 △73,647

為替換算調整勘定 △70,149 △78,699

その他の包括利益合計 △152,576 △152,347

四半期包括利益 257,897 △101,764

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 251,296 △102,887

少数株主に係る四半期包括利益 6,601 1,122
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 491,599 91,779

減価償却費 380,739 338,036

貸倒引当金の増減額（△は減少） 108 3,663

退職給付引当金の増減額（△は減少） △39,560 63,662

受取利息及び受取配当金 △13,978 △13,406

支払利息 68,844 50,004

為替差損益（△は益） 1,838 161

有形固定資産処分損益（△は益） △7 △8,444

売上債権の増減額（△は増加） △572,278 △625,898

たな卸資産の増減額（△は増加） △155,941 △52,109

仕入債務の増減額（△は減少） 398,887 587,139

差入保証金の増減額（△は増加） － 137,855

その他の流動資産の増減額（△は増加） 26,877 △3,546

その他の流動負債の増減額（△は減少） △13,766 △129,675

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 25,689 －

その他 85,141 21,080

小計 684,194 460,302

利息及び配当金の受取額 13,830 13,328

利息の支払額 △54,883 △43,325

法人税等の支払額 △75,789 △69,680

営業活動によるキャッシュ・フロー 567,352 360,625

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △201,899 △1,277

定期預金の払戻による収入 1,846 15,748

有形固定資産の取得による支出 △477,110 △972,849

有形固定資産の売却による収入 14,349 70,725

無形固定資産の取得による支出 △40,813 △18,808

長期前払費用の取得による支出 － △4,119

投資有価証券の取得による支出 △407,784 △1,778

投資有価証券の売却による収入 － 2,423

貸付けによる支出 △6,350 △2,112

貸付金の回収による収入 3,536 3,439

その他の支出 △4,919 △22,460

その他の収入 1,554 2,360

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,117,590 △928,708
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,256,000 734,666

長期借入れによる収入 － 100,000

長期借入金の返済による支出 △437,841 △467,703

社債の償還による支出 △75,000 △65,000

リース債務の返済による支出 △59,557 △26,617

自己株式の取得による支出 △36 △4

配当金の支払額 △132,874 △133,152

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,961,309 142,188

現金及び現金同等物に係る換算差額 △15,620 △8,580

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,527,167 △434,474

現金及び現金同等物の期首残高 6,870,479 3,511,022

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 4,343,312

※1
 3,076,548
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【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

役員報酬及び給与手当 853,259千円 906,006千円

賞与引当金繰入額 154,937千円 172,347千円

退職給付費用 48,015千円 72,415千円

減価償却費 103,508千円 82,743千円
　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関

係は、次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

現金及び預金 4,512,736千円 3,133,749千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△169,424千円 △57,201千円

現金及び現金同等物 4,343,312千円 3,076,548千円
　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月28日
定時株主総会

普通株式 133,311 15.00平成22年３月31日 平成22年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
　

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日
定時株主総会

普通株式 133,309 15.00平成23年３月31日 平成23年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　 報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）
　 モビリティ

エレクトロ

ニクス
精密機器 住宅設備 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 5,017,6277,376,6343,459,6111,267,73217,121,6062,852,72019,974,326─ 19,974,326

  セグメント間の内部

  売上高又は振替高
142,174 286 346,899 ─ 489,3619,225498,586△498,586 ─

計 5,159,8027,376,9213,806,5111,267,73217,610,9672,861,94520,472,913△498,58619,974,326

セグメント利益 198,61073,876336,48849,677658,6538,353667,006△59,104607,902

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＲＦＩＤ事業等を含んでおりま

す。

 ２．セグメント利益の調整額△59,104千円は、営業外取引の調整額△48,672千円、棚卸資産の調整額△4,605千

円、固定資産売却の調整額△6,167千円及び貸倒引当金の調整額341千円であります。

 ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　 報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）
　 モビリティ

エレクトロ

ニクス
精密機器 住宅設備 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,166,1166,801,4493,918,5831,583,06016,469,2103,423,81419,893,025─ 19,893,025

  セグメント間の内部

  売上高又は振替高
154,325 ― 355,426 ─ 509,7528,900518,652△518,652 ─

計 4,320,4416,801,4494,274,0101,583,06016,978,9623,432,71420,411,677△518,65219,893,025

セグメント利益又は

セグメント損失(△)
7,386△65,533149,41435,133126,40045,770172,171△15,263156,907

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＲＦＩＤ事業等を含んでおりま

す。

 ２．セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額△15,263千円は、営業外取引の調整額△13,646千円、棚卸

資産の調整額4,690千円、固定資産売却の調整額△5,824千円及び貸倒引当金の調整額△483千円であります。

 ３．セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 45円40銭 5円44銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額 403,450千円 48,340千円

普通株主に帰属しない金額 ― 千円 ― 千円

普通株式に係る四半期純利益金額 403,450千円 48,340千円

普通株式の期中平均株式数 8,887,391株 8,887,269株

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月７日

日邦産業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    宮  本  正  司    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    鈴  木  賢  次    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日邦
産業株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平
成23年７月１日から平成23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年
９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期
連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日邦産業株式会社及び連結子会社の平成23年
９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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